
発刊にあたって

川崎市は、これまで工業都市として製造業を中心
に発展してきましたが、近年は先端技術の研究所等
が多く立地するなど、新たな成長がみられ、このよ
うな状況を背景に今や141万人の市民が暮らす街と
なりました。そこで、市民の皆様が住んでいてよか
ったと思えるまちづくりに取り組んでいくにあたり、
正確な統計情報は、政策の立案などの様々な面にお
いて、行政上の基準、諸計画の基礎データとして必
要となります。
この「統計データブック」は、「川崎市統計書（平成21
年版）」及び「大都市比較統計年表（平成20年）」の中か
ら、市民生活に関係する統計情報を中心に、分野別、
体系的に整理し、グラフや解説を加えて分かりやす
く編集しています。なお、今回は高度なものづくり
や世界的な環境技術の集積地域として注目を集めて
いる川崎臨海部に関する特集を掲載しました。
統計を通して、川崎市の推移と現況の正しい理解
と認識を深めていただくとともに、本書がより一層、
利用者の皆様に幅広くご活用いただければ幸いです。
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利用上の注意
　統計表中の符号の用法は次のとおりです。

「０」　 単位未満
「―」　 皆無又は定義上該当数字がないもの
「▲」　 マイナス又は比較減を表わす
「Ｘ」　 該当数字はあるが発表をさしひかえたもの
「…」　 数字が得られないもの


